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･･編集後記…･･

命本特集のタイトルr宇宙･惑星･地球｣は編集委

員会幹事会の命名によるものです.少し大げさかな

と思いましたが,メッセｰジとして見てください.

六号の母体は,平成3-4年度にかけて行われた｢惑

星探査ミッションの研究｣,昨年の地質調査所東京

講演会｢惑星地質とリモｰトセソツソグ｣における

講演,および一般投稿原稿です.

禽地質ニュｰスは大きく二股号と特集号に分けられ

ます.この内,特集号は普通,委員会または地質調

査所所員が企画して,原稿を集めます.集まった原

稿をもとに,企画した担当者と相談しながら委員会

幹事(または委員長か副委員長)が特集号を編集し

ていきます.六号は,最初に述べましたように従来

とはちょっと違って,編集幹事がより意図的に作成

したものです.

合本号の母体の一つである｢惑星探査ミッションの

研究｣は,当所国際協力室山口靖氏を中心として

所内外の研究老による問題提起と自由討論による,

セミナｰ形式の討議で進められたものです.セミナ

ｰでの発表は地質調査所研究資料集,no.185

(1993)として公表されています.

禽山口靖氏はr日本もいつか自前の観測機器によ

って惑星達を調査することになる.その時,地質調

査所の研究者として,地球での様々な地質学的経験

をもとに積極的に惑星探査へ乗り出したい.『惑星

探査ミッションの研究』は,その願いを込めた地質

調査所研究者からのメッセｰジだ｣と述べています.

喰東京講演会で水谷仁宇宙科学研究所教授は,同

研究所による月や火星,小惑星探査計画を紹介され

ました.宇宙開発事業団は国産の大型ロケットH2

を用意しています.山口靖氏の思い描く時代は以

外と早くやってくるかも知れません.

禽平成6年度の予算審議の真似をしているわけで

はないが,年末には仕上げる予定が年度末となって

しまった.遅れてしまったことを心からお詫び申し

上げます.幹事宮崎光旗記

[訂正]

･1993年11月号口絵写真4の説明文中上から2行目

(誤)地震前(左:1993年7月8日撮影,→(正)地震前(右:1993年7月8日撮影,

･1993年11月号口絵写真4の説明文中上から4行目

(誤)地震前(右:1993年7月18日撮影,→(正)地震前(左:1993年7月18日撮影,

･1993年11月号P67編集後記左側上から5行目

(誤)含今月号は,五月に発生した→(正)禽今月号は,エ月に発生した
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